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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – シュラウドを取り外します。

Oリング付きストレート油圧フィッティング 2

Oリング付き90°油圧フィッティング 2

昇降バルブ 1

バルブ・プレート 1

ボルト, 1/4 x 7.62 cm 3

ロックナット, 1/10.16 cm 3

ボルト, #10 x 1-1/4 in 2

ロックナット 2

222

昇降レバー 1

昇降アームを取り付けます。

右側プラウ･プレート 1

左側プラウ･プレート 1

ボルト, 1/2 x 5.08 cm 4

ロックナット, 1/5.08 cm 4

ヒッチ･フレーム･ブラケット 1

333

ボルト, 1/2 x 1-3/10.16 cm 2

プラウ･プレートを取り付けます。

ヒッチ･フレーム 1

ボルト, 3/8 x 5.08 cm 2

ナット, 3/8 in 2

キャップスクリュ, 3/8 x 1-1/2 in 2

ロックナット, 3/8 in 2

シリンダ･ピン 2

アダプタ・プレート 1

プッシュ･アームのチューブ 1

ピン･アセンブリ 2

タップネジ 2

ボルト, 5/8 x 1-1/2 in 2

ワッシャ, 内径 1.68 in x 外径 0.65 in 2

チューブ 1

クレビス・ピン 1

444

コッター・ピン 1

プッシュ・アームとヒッチ･フレームを取り
付けます。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

Oリング付き45°油圧フィッティング 1

油圧シリンダ 1

Oリング付き90°油圧フィッティング 1

リテーナ･リング（小） 1

ピン 1

555

リテーナ･リング（大） 2

油圧シリンダを取り付けます。

チューブ・アセンブリ 1

油圧ホース 1

油圧ホース 1

油圧ホース 1

ワイヤ･ホース･ホルダ 1

タップネジ, 5/16 x 3/4 in 2

666

プラスチック製ケーブル・タイ 3

油圧ホースを取り付けます。

レバー･ガイド･プレート 1

フランジ・ヘッド・ねじ 2

ワッシャ 2

コントロール･パネル用デカル 1

コントロール･パネル 1

ノブ 1

777

プラスチック製ケーブル・タイ 3

コントロール･パネルとレバー･ガイド･プ
レートを取り付けます。

取り付け手順書及び運転説明書 1
888 パーツカタログ 1

お読みになった後、安全な場所に保管し
てください。

1
シシシュュュラララウウウドドドををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. 車体後部をジャッキアップし、後ホイール･
モータの取り付け部に角材などを当てて車
体を支える。右後ろのタイヤを取り外す。

2. コントロール･パネルをコンソールに固定
している4本のボルトとワッシャを外す
（図 1）。アワーメータからの電線を外す。
コントロール･パネルを外す（図1）。

3. コンソールをフレームに固定している3本
のボルトを外す（図 1）。コンソールがサ
ポート･ブラケットに嵌まっている縁の部分
をていねいに外し、ブレーキ･ハンドルを
そのまま残してコンソールを静かに持ち上
げて取り外す。

G003660

1      2      3
3

3
図図図 111

1. コントロール･パネル 3. コンソール取り付けボルト
の位置

2. コンソール

4. 右側ホイール･シュラウドをフレームに固定
している4本のボルトを外し、シュラウドを
取り外す（図 2）。
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G003661

1

図図図 222

1. 右側ホイール･シュラウド

5. 中央シュラウドをフレームから取り外す
（図 3）。

G003662
1

図図図 333

1. センター･シュラウド

2
昇昇昇降降降バババルルルブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 Oリング付きストレート油圧フィッティング

2 Oリング付き90°油圧フィッティング

1 昇降バルブ

1 バルブ・プレート

3 ボルト, 1/4 x 7.62 cm

3 ロックナット, 1/10.16 cm

2 ボルト, #10 x 1-1/4 in

2 ロックナット

1 昇降レバー

手手手順順順
1. 新しい昇降バルブに、ストレート･フィッ

ティング2本と90°フィッティング2本を取り
付ける。各フィッティングは 図 4 のように
組み付ける。この時点ではまだ90°フィッ
ティングを本締めしない。

注注注 全部のOリングをきちんと潤滑し、フィッ
ティングの正しい位置にセットしてから取
り付けてください。

2

G003663

1                        3

図図図 444

1. ストレート･フィッティング 3. 昇降バルブ

2. 90°フィッティング

2. ボルト3本（(1/4 x 3 in）とロックナット3
個（図 5）を使って、バルブ･アセンブリ、
ピボット･ブラケットおよびバルブ･プレー
トをフレームに取り付ける。取り付ける時
に、バルブ･プレートがフレーム部材の前に
くるようにする。90～110 in-lb （1.05～
1.25 kg.mにトルク締めする。

3

 



注注注 このバルブの取り付け方法は、既存のバ
ルブの取り付け方法とほとんど同じである。

3. ボルト2本（#10 x 1-1/4 in）とロックナッ
ト2個を使って、ピボット･レバー･アセンブ
リを、バルブ･スプールとオフセット･リン
クに仮止めする（図 5）。この時点ではまだ
本締めを行わないこと。

5      6

4

2

1

3
G003664

図図図 555

1. バルブ・アセンブリ 4. オフセット･リンク

2. ピボット・ブラケット 5. ピボット

3. バルブ・プレート 6. レバー

3
プププラララウウウ･･･プププレレレーーートトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 右側プラウ･プレート

1 左側プラウ･プレート

4 ボルト, 1/2 x 5.08 cm

4 ロックナット, 1/5.08 cm

1 ヒッチ･フレーム･ブラケット

2 ボルト, 1/2 x 1-3/10.16 cm

手手手順順順

1. (1/2 x 2 インチ) を参照し、ボルト2本
（図 6）とロックナットを使って、右側プラ
ウ･プレートをキャスタ･フォークの右側に
仮止めする。この時点ではまた本締めしな
いこと。

2. 同じ要領で、左側プラウ･プレートの取り付
けも行う（図 6）。

3. 機体前部をジャッキアップして前輪を床か
ら浮かす。

4. ステアリング･ピボットをキャスタ･フォー
ク上部に固定しているボルト2本を外して捨
てる（図 6）。

5. キャスタ･フォークの穴とステアリング･ピ
ボット取り付け穴を使って、ヒッチ･フレー
ム･ブラケットをキャスタ･フォークの下側
に取り付け、ボルト2本 (1/2 x 1-3/4 イン
チ)で固定する（図 6）。 すき間が足りなく
て作業しにくい場合は、タイヤの空気を少
し抜いてすき間を作る。

注注注 ホイール･モータの油圧ホースがヒッチ･
フレームのブラケットの上に乗らないよう
にすること。
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3

1

4      2

G003665

図図図 666

1. 右側プラウ･プレート 3. ステアリング・ピボット

2. 左側プラウ･プレート 4. ヒッチ･フレーム･ブラケット

4
プププッッッシシシュュュ・・・アアアーーームムムとととヒヒヒッッッチチチ･･･フフフレレレーーー
ムムムををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ヒッチ･フレーム

2 ボルト, 3/8 x 5.08 cm

2 ナット, 3/8 in

2 キャップスクリュ, 3/8 x 1-1/2 in

2 ロックナット, 3/8 in

2 シリンダ･ピン

1 アダプタ・プレート

1 プッシュ･アームのチューブ

2 ピン･アセンブリ

2 タップネジ

2 ボルト, 5/8 x 1-1/2 in

2 ワッシャ, 内径 1.68 in x 外径 0.65 in

1 チューブ

1 クレビス・ピン

1 コッター・ピン

手手手順順順

1. 機体前部のジャッキを下降させて前輪を接
地させる。

2. ピン･アセンブリ2個を使って、プッシュ･
アームのチューブをアダプタ･プレートに固
定する。タップねじ2本を使って、ピン･ア

センブリをアダプタ･プレートに固定する。
各コンポーネントは 図 7 のように組み付
ける。

図図図 777

1. プッシュ･アームのチューブ 3. ピン･アセンブリ

2. アダプタ・プレート 4. タップネジ

3. 各プッシュ･アームのチューブにシリンダ･
ピンを通す（図 8）。

4. 左右のプラウ･プレートに、プッシュ･アー
ムのチューブをかぶせ、シリンダ･ピンの
ガイドにプラウ･プレートの穴を合わせる
（図 8）。

注注注 プッシュ･アーム･チューブがプラウ･プ
レートに届かない場合は、プラウ･プレート
をキャスタ･フォークに固定しているナット
をゆるめて調整する。

5. 図 8を参照して、それぞれのプラウ･プレー
トにシリンダをボルト（5/8 x 1-1/2 in）と
ワッシャ（1.68 O.D. x .65 I.D.）で固定す
る。ナットを 21kg.m にトルク締めする。

1

2
G003666

図図図 888

1. シリンダ･ピン 2. プッシュ･アームのチューブ

6. ボルト2本（(3/8 x 2 インチ)）とナットを
使って、ヒッチ･フレーム･ブラケットにヒッ
チ･フレームを取り付ける（図 9）。
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7. ボルト（(3/8 x 1-1/2 インチ)）とナットを
使って、プラウ･プレートにヒッチ･フレー
ム･チューブを取り付ける（図 9）。ナット
を締めつけて調整を固定する。

G003667

1         2

3

図図図 999

1. ヒッチ･フレーム･ブラケット 3. ヒッチ･フレームのチューブ
2. ヒッチ･フレーム

8. フレーム･アダプタをヒッチ･フレームに取
り付ける（チューブ、クレビス･ピン、コッ
ター･ピンを使用する）（図 10）。

G003668

1

2

3

図図図 101010

1. フレーム･アダプタ 3. グリスニップルつきクレビ
ス･ピン

2. チューブ

5
油油油圧圧圧シシシリリリンンンダダダををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 Oリング付き45°油圧フィッティング

1 油圧シリンダ

1 Oリング付き90°油圧フィッティング

1 リテーナ･リング（小）

1 ピン

2 リテーナ･リング（大）

手手手順順順

1. 油圧シリンダの上側ポートに90°フィッ
ティングを取り付ける。フィッティングは
図 11 のように組み付ける。注： 全部のOリ
ングをきちんと潤滑し、フィッティングの
正しい位置にセットしてから取り付けてく
ださい。

注注注 フィッティングやホースの内部に異物が
侵入するのを防止するため、フィッティング
やホースについているキャップは、接続す
るときまで外さないようにしてください。

2. 油圧シリンダの下側ポートに45°フィッティ
ングを取り付ける。フィッティングは 図 11
のように組み付ける。

図図図 111111

1. 油圧シリンダ 3. 45°フィッティング

2. 90°フィッティング 4. プラグ（1/8 in）

3. 油圧シリンダの胴体の上部を、右側のプラ
ウ･プレートのピンに取り付け、リテーナ･
リングで固定する（図 12）。このとき、

6

 



シリンダの油圧ポートが前を向くように取
り付けること。

4. ピン1本とリテーナ･リング2本を使って、シ
リンダ･ロッドをプッシュ･アームのストラッ
プに取り付ける（図 12）。

G003670

2     1     3

5      4
図図図 121212

1. 油圧シリンダ 4. プッシュ･アームのストラップ

2. リテーナ・リング 5. ピンとリテーナ･リング

3. ピン

6
油油油圧圧圧ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 チューブ・アセンブリ

1 油圧ホース

1 油圧ホース

1 油圧ホース

1 ワイヤ･ホース･ホルダ

2 タップネジ, 5/16 x 3/4 in

3 プラスチック製ケーブル・タイ

手手手順順順
1. オイル･クーラから既存の昇降バルブに入っ

ている油圧チューブを探し出す（図 13）。
油圧チューブをフレームに固定している金
具とチューブ･クランプを外す。

2. オイル･クーラと昇降バルブから油圧チュー
ブを外して取り除く（図 13）。

注注注 T油圧チューブをはずした時に流れ出るオ
イルの量をできるだけ少なくするために、
交換用のホースを準備しておくか、オイル･
クーラについているフィッティングにキャッ

プをかぶせるとよい。キャップは、チュー
ブ･アセンブリ（108–8447）についていた
保護用のキャップを取り外して使用すると
よい（図 14）。

G003671

2

1

図図図 131313

1. オイル・クーラ 2. 油圧チューブ

3. 先ほど外した金具とチューブ･クランプを
使って残りの油圧チューブをフレームに固
定する。

4. 新しいバルブの左側についている90°フィッ
ティングと既存の昇降バルブのフィッティ
ングとを、チューブ･アセンブリ（P/N
108-8447）で接続する（図 14）。

5. 油圧ホースについている45°フィッティング
（P/N 108-8449）を、バルブ側の90°フィッ
ティングに接続し、ホース側のストレート
端を空になったオイル･クーラのフィッティ
ングに接続する（図 14）。ホースの接続に
ついては、図 15と図 16を参照のこと。

6. タップねじ2本（(5/16 x 3/4 インチ)）を
使って、左側フレームのチューブにワイヤ･
ホース･ホルダを取り付ける（図 14）。

7. 油圧ホースについている短い90°フィッティ
ング（P/N 108-8453）を、バルブ後部の上
にあるストレート･フィッティングに接続す
る。ワイヤ･ホース･ホルダに油圧ホースを通
し、ホースのストレート端を油圧シリンダの
上側フィッティングに接続する（図 14）。
ホースの接続については、図 15と図 16を
参照のこと。

8. 油圧ホースについている長い90°フィッティ
ング（P/N 108-8454）を、バルブ後部の下
側にあるストレート･フィッティングに接
続する。ワイヤ･ホース･ホルダに油圧ホー
スを通し、ホースのストレート端を油圧シ
リンダの下側フィッティングに接続する
（図 14）。ホースの接続については、図 15
と図 16を参照のこと。鋭利な部分、高温
部、可動部などの近くにホースを配置しな
いよう注意すること。
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9. 全部ボルト･ナット等の締めつけを行う。

10.図 15および図 16を参照し、ケーブル･タイ
で各ホースを機体に固定する。

1    2                     3    4     5

G003672

1    2                     3    4     5

6

7

図図図 141414

1. 新しいバルブ 3. 既存のバルブ 5. ワイヤ･ホース･ホルダ 7. 油圧ホース（P/N 108-8454）

2. チューブ･アセンブリ（P/N
108-8447）

4. 油圧ホース（P/N 108-8449） 6. 油圧ホース（P/N 108-8453）

図図図 151515

1. ケーブル・タイ 2. 油圧ホース（P/N 108-8449） 3. 油圧ホース（P/N 108-8453） 4. 油圧ホース（P/N 108-8454）

8

 



図図図 161616

1. ケーブル・タイ 3. 油圧ホース（P/N 108-8453）

2. 油圧ホース（P/N 108-8449） 4. 油圧ホース（P/N 108-8454）
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7
コココンンントトトロロローーールルル･･･パパパネネネルルルとととレレレバババーーー･･･ガガガ
イイイドドド･･･プププレレレーーートトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 レバー･ガイド･プレート

2 フランジ・ヘッド・ねじ

2 ワッシャ

1 コントロール･パネル用デカル

1 コントロール･パネル

1 ノブ

3 プラスチック製ケーブル・タイ

手手手順順順

1. レバー･ガイド･プレートを、昇降レバーの
上からかぶせるようにして位置決めをし、
フランジ･ヘッド･ネジ2本とワッシャで仮
止めする（図 17）。

G003675

1

2

図図図 171717

1. レバー･ガイド･プレート 2. 取り付けネジ

2. 油圧オイルの量を点検し、必要に応じて補
給する。

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合ににに
ははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに経経経験験験のののあああるるる施施施設設設
ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受けけけるるる必必必要要要ががが
あああるるる。。。処処処置置置ががが遅遅遅れれれるるるととと傷傷傷口口口ががが壊壊壊疽疽疽ををを起起起
こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかかららら
ははは作作作動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶
対対対ににに手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを
使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力
ををを確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーーススス
ににに傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締
まままっっっててていいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

3. トラクションユニットのエンジンを始動し、
フィッティング各部を点検する。

4. ホイール･シュラウド、中央シュラウド、コ
ンソールを元通りに取り付ける。この時点
ではまだコントロール･パネルは取り付けな
い。シュラウドがホースの邪魔をしていな
いことを確認すること。必要に応じてホー
スの位置を調整する。取り付けは、ステッ
プ1で行ったのと逆の手順で行えばよい。

5. 後タイヤを取り付け、機体後部を支えていた
角材などの支えを取り外す。ホイール･ナッ
トを45～65 ft-lb.（61～75 N.m = 6.2～8.9
kg.m）にトルク締めする。

昇昇昇降降降レレレバババーーーののの戻戻戻りりり止止止めめめプププレレレーーートトトののの最最最終終終調調調整整整
ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを回回回転転転さささせせせたたた状状状態態態ででで行行行ううう必必必要要要
がががあああるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常
ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララなななどどどににに近近近
づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

6. エンジンが回転している状態で、昇降レ
バーをフフフロロローーートトト位位位置置置にセットする；この状
態で、昇降シリンダを手で延ばしたり縮め
たりできるようにレバー･ガイド･プレート
の位置決めを行う（図 17）。
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7. 調整ができたら、レバー･ガイド･プレート
固定用のネジ2本を締めてプレートを固定
する（図 17）。

8. 古いコントロール･パネルからアワー･メー
タを外し、新しいコントロール･パネルに
取り付ける。

9. 新しいコントロール･パネルを取り付け、ア
ワー･メータの配線を行う。

10.古いコントロール･パネルを固定していたネ
ジを使って、新しいコントロール･パネルを
固定する（図 18）。

G003676

1
2

図図図 181818

1. コントロール･パネル 2. ノブ

11.昇降レバーにノブを取り付ける（図 18）。

12.前昇降フレームのグリスアップを行う。「潤
滑」の項を参照。

13.油圧オイルの量を点検し、必要に応じて補
給する。

8
書書書類類類ををを読読読みみみ、、、保保保管管管すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 取り付け手順書及び運転説明書

1 パーツカタログ

手手手順順順

1. 書類を読む。

2. 安全な場所に書類を保管する。

運運運転転転操操操作作作
• 所定のアタッチメント以外の機器を接続す

ることはできません。本来車両後部に取り
付けるアタッチメントを、車両前部に無理
に取り付けると、装置や車両を破損させ
る場合があります。

• 前昇降フレームを降下させるには、昇降レ
バーを前に倒します。

• 前昇降フレームをフロート状態にするに
は、昇降レバーを前に倒して横にあるくぼ
みにセットします。

• 前昇降フレームを上昇させるには、昇降レ
バーを後ろに引きます。

• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、
警告表示などに十分慣れ、安全に運転でき
るようになりましょう。

• 可動部や高温部に手足を近づけないよう
注意してください。
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保保保守守守

前前前昇昇昇降降降フフフレレレーーームムムのののグググリリリスススアアアッッップププ
全部で５ヶ所のグリス･ポイントがあり
（図 19）、それぞれの場所にNo.2汎用リチウ
ム系グリスを注入します。通常の使用では 100
運転時間ごとにベアリングとブッシュのグリ
スアップを行います。車体を水洗いしたとき
は整整整備備備間間間隔隔隔ににに関関関係係係なななくくく直直直ちちちにににグリスアップし
てください。

(2)
(2)

G003677

図図図 191919
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図図図面面面

G003678

油油油圧圧圧回回回路路路図図図 (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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保証条件および保証製品
Toro社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、 Toro社
およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造
上の欠陥 に対して、2年間または1500運転時間*のうちいずれか早く
到達した時点までの品質保証を共同で実施いたします。この品質保
証の対象となった場合には、 弊社は無料で「製品」の修理を行い
ます。この無償修理には、 診断、作業工賃、部品代、運賃が含まれ
ます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワー・メータを装備している機器に対して適用します。

保証請求の手続き
保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代
理店（ディストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連
絡をして頂くことが必要です。

連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある場
合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department 
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN  55420-1196 
952-888-8801 or 800-982-2740
E-mail: commercial.service@toro.com

オーナーの責任
「製品」のオーナーは、オーナーズマニュアルに記載された整備や
調整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、
保証が受けられないことがあります。

保証の対象とならない場合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となる
わけではありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはな
りません。

•	 Toroの純正交換部品以外の部品や弊社が認めていないアクサセ
リ類を搭載して使用したことが原因で発生した故障や不具合。

•	 必要な整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

•	 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使
用したことが原因で生じた故障や不具合。

•	 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥
があった場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレード、リール、ベッドナイフ、タイ
ン、点火プラグ、キャスタホイール、タイヤ、フィルタ、ベルト、ス
プレーヤの一部構成機器たとえばダイヤフラム、ノズル、チェッ
ク・バルブなどを言います。

•	 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条
件、汚染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加剤の使用
などが含まれます。

•	 通常の使用にともなう「汚れや傷」。通常の使用に伴う「汚れや
傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー類、窓など
に発生する汚れや傷を含みます。

部品
定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到
来するまで保証されます。

この保証によって取り外された部品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場
合により、弊社は部品の交換でなく再生による修理を行います。

その他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなり
ます。

両社は、本製品の使用に伴って発生しうる間接的偶発的結果的損
害、例えば代替機材に要した費用、故障中の修理関連費用や装置
不使用に伴う損失などについて何らの責も負うものではありませ
ん。両社の保証責任は上記の交換または修理に限らせていただき
ます。その他については、排気ガス関係の保証を除き、何らの明示
的な保証もお約束するものではありません。 商品性や用途適性に
ついての黙示的内容についての保証も、本保証の有効期間中のみ
に限って適用されます。

米国内では、間接的偶発的損害にたいする免責を認めていない州
があります。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認め
ていない州があります。従って、上記の内容が当てはまらない場合
があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国ま
たは地域によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場
合もあります。

エンジン関係の保証について：米国においては環境保護局（EPA）
やカリフォルニア州法（CARB）で定められたエンジンの排ガス規制
および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個に適用され
ます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されませ
ん。くわしくは、エンジンマニュアルまたはエンジンメーカーからの
書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証につ
いての説明をご覧下さい。

Toro 一般業務用機器の品質保証
２年間品質保証

•®

米国とカナダ以外のお客様へ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディ
ーラ）へおたずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場
合は本社へ直接お問い合わせください。
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